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●●●編集後記
▶今月号の臨床放射線の特集はちょっと違います。放射線はじめ物語特
集です。各 modalityの開発について当時の鉄人による四方山話に浸る
ことができます。そしてその内容は驚きの連続です。高橋論文によると，X
線直接横断撮影の横断画像を光学的に復元する研究には，初代
Canon社長御手洗毅氏が関わっていたとか，片田論文では本邦初のCT
は日立製で画像再構成法は EMI scanと同様の逐次近似法で，filtered 
back projection 法の方が後で開発され劇的に画質が良くなったなど，今
の常識と異なる話が述べられています。今井論文では今井先生が体内コ
イルを開発している脇で，樋口順也先生が multi‒shot RARE（fast spin 
echo のこと）を開発し，26 秒で T2 強調像が撮影できるようになったなど
開発関係者のワクワク感が伝わってきます。そして辻本先生の超音波，
松田先生のVSRADと続く開発物語をぜひ楽しんでいただきたいと思いま
す。
▶現在，来年度の専攻医の募集や採用など就職活動がピークを迎えてい
ます。僕の周辺の現象なのかもしれませんが，今年は放射線科を希望して
くれる若手が比較的多いように思えます。米国でも deep learning の登
場によって一時期放射線科希望者が減りましたが現在は元に戻っている
と聞いています。いよいよ本邦でも放射線科を目指す若者が戻ってきたよ
うです。ぜひ皆様の施設でも一人でも多くの放射線科医を採用し，将来
の鉄人を育ててください。
 栗原泰之
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